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水木氏が たおれたといぅので行っ 
てみた。 氏は きたない 四畳半にねヤ 
いたか 動くとめまいかするといっ 
ていた。そして、 

「だいたい 人が よけいきすぎるのだ 

上」 

「 j 日五人もくると、なにも_5なく 
て もつかれるね。忙しいからかえれ 
というと おこるしね。妙な失言する 
とバカにしたと思われるし、つかれ 
る ij 

部屋の片隅に石油スト—ブが 二つ 


置いてあり、その中に石油が残って 
いるらしく、それがこの六月の暑さ 
で毒素を 出すらしくくさい。 

そのうち 医者が きた。どこかみる 
だろう、 と 思つている と 話ばかりして 
ぃる。 

「まあ^を使わんごとですなあ。私 
の 患者の 中に 作詞家が いますが、こ 
れは人に 会う のがいやで、時々精神 
病院に人れてくれといいますね。ま 
あここまでくると、常人か気狂いか 
定かでなくなりますが」 

といったような調子。要するに仕 
事をしすぎるのだとい うことをいつ 
てかえつた。ところが、めまいがし 
て立ち上がれないはずの水木氏は、 
起き上がり仕事にかかったのである0 
「ど' どうしたんだ」 というと、 「白 
紙にするわけに いかない」というの 
だ。こちら も 邪魔にならぬ うちに引 
き上げたが、 そのあくる日テツ夜を 
しているのである。 

まあいずれにしても、氏のたおれ 
るのはそう遠くないであろうという 
のが、 ぼくの感想だった。(東記者) 

十 

この 1刖 アシスタントを 募集したら、 


七十 人 ばかりきた。しかし、みな下 
手な絵だったので、二、 三人 採用し 
て断わったが、最近はマンガブ—ム 
でアシスタント希望者が ふえたら し 
い。中にはいきなり荷物をもって上 
京して、いきなり水木プロに ふとん 
しいてね ょぅとした のが五、六人い 
たので、 ただちに 起床して もらった 0 
十 

「悪魔 くん」 を芝居に したいと、 「笑 
群」 といぅ 劇団の 人がきた。一時間 
ほどまつてくれといぅと、でまちょ 
っと出てきますと、前売券を 近所に 
売りあるいていた。 

「劇団の経営も夭変なんですなあ」 
というと、 

「そぅです。 新宿のナントヵ座で旗 
上げをしまして、それから地方廻り 
です。 好きでない とできませんなあ」 

と、お茶を:::ハィのんでかえった。 

♦ 

■河童の 三 平」 をテレビにするとい 
ぅことになったものの、テレビに す 
るためにはどこかに連載しなけ rl ば 
ならず、 こ U で. •，トモ/' やつとサ 
ンデーに ーヶ月 | 回することになつ 
た。そのためにどこかを 断 わらなけ 


れ ばなら ず、これが大変な 問題。 め 
まいがしたのも案外原因はこんなと 
ころにあつたのかもしれんな。 

十 

つげ義春氏は最近写真にこってい 
る。府中に現われたと思うと、早朝 
某所に出現したりして人々をおどろ 
かせている。きっと次回作の準備な 
のであろう。 

十 

キングレコ—ドから「鬼太郎音頭」 
なるものをたのまれる。一応断わつ 
たが、 「あまりヘンなもの作られる 
とこまりますよ」とアシスタントが66 
言う ので、十日 ばかりしてから作る1 
ことにして遂に一日損冬」する。 

十 

「夜墓場をあるくところをニユース 
にとりたい」と- A 每のカメラマンが 

きな。 E 4•速多摩霊園に行ったが、 

一二卜分位ですむという話だったが三 
時間もかかる。 

十 

いろいろクドクドと書いたのは… 
というようなことでいずれ病気にな 
り、 たおれるというわけです。 

^ — メン (水木記) 




